
英語科 学習指導案 

 

   実施学級 第３学年４組 ２０名・１９名

      実施日時 令和 ７年１１月１８日 ５時限 

    実施場所 教材室・３年４組教室     

                                          指 導 者 橋尾 誠・安藤 亜由美    

 

１ 単元名  

    Lesson ７ “Design for Change”「デザインの力」 

 

２ 単元目標 

・仮定法過去「もし～なら、…するだろう（できるだろう）」「～であればいいのに」

「私が～だったら…」(仮定法過去)の特徴やきまりを理解し、それらを含む文を聞いた

り、読んだりして、内容を捉えることができ、それらを含む文を用いて話したり、正確

に書いたりすることができる。 

・適切なつなぎ言葉を使いながら、トークテーマ「もしタイムマシーンがあれば、どこに

行くだろう。」について、即興で伝え合ったり、質問に応答したりすることができる。 

・問題を解決するために、問題点と状況の具体について書かれた募集要項を読み、自分の

考えを簡単な語句や文を用いて述べ合おうとしている。 

 

３ 評価の観点 

観点 評価観点別目標 

知識・技能 

仮定法過去「もし～なら、…するだろう（できるだろう）」「～

であればいいのに」「私が～だったら…」(仮定法過去)の特徴や

きまりを理解し、それらを含む文を聞いたり、読んだりして、内

容を捉えることができ、それらを含む文を用いて話したり、正確

に書いたりすることができる。 

 

思考・判断・表現 

仮定法過去の表現を用いる目的、場面、状況などに応じて、簡単

な話し合いができる。それらを互いに表現し、意見交換を行え

る。また、つなぎことばを使いながら、トークテーマについて即

興で伝え合ったり、質問に応答したりすることができる。 

主体的に学習に取り組む

態度 

目的、場面、状況などに応じて、即興でつなぎことばを使いなが

ら、テーマについて即興で伝え合ったり、質問に応答したりしよ

うとしている。また、自分の考えを簡単な語句や分を用いて述べ

合おうとしている。 

 

４ 単元全体の指導計画（全８時間） 

第一次 ①②/８ 

授業名 ごみはごみ箱に（仮定法過去/ if） 

ねらい 

仮定法過去(if)の特徴やきまりを理解し(動詞をわざと過去

形にする。could, wouldの使い分けに注意)、文を聞いた

り、読んだり、話したり、正確に書いたりする事ができる。 

「深い学び」への 文法を理解した上で生徒自身が個々に英文を作成し、Teamsを



指導ポイント 用いて他者の英文にも触れ、様々な表現やアイデアを参考に

できるようにする。 

第二次 ③④/８ 

授業名 〇〇したくなるしかけ（仮定法過去/ I wish） 

ねらい 

願望を表す仮定法過去(I wish)の特徴やきまりを理解し、文

を聞いたり、読んだり、話したり、正確に書いたりする事が

できる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

文法を理解した上で生徒自身が個々に英文を作成し、Teamsを

用いて他者の英文にも触れ、様々な表現やアイデアを参考に

できるようにする。 

第三次 ⑤/８ 

授業名 私だったらこうするよ（仮定法過去 / If I were you） 

ねらい 

仮定法過去(If I were you)の意味や働きを理解し、文を聞い

たり、読んだり、話したり、正確に書いたりする事ができ

る。 

「深い学び」への

指導ポイント 

文法を理解した上で生徒自身が個々に英文を作成し、Teamsを

用いて他者の英文にも触れ、参考にできるようにする。 

第四次 ⑥/８ 

授業名 Small Talk （もしタイムマシーンがあったら…） 

ねらい 

話し相手と会話を続けて、よりよい関係を築くためにつなぎ

言葉を使いながら、トークテーマについて、即興で伝えあっ

たり、質問に応答することができる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

これまでに学んだ「仮定法過去」の様々な表現やつなぎこと

ばを復習し、適切に用いて活発な会話が行われるように促

し、「他者に伝えること」を評価する。 

第五次 ⑦⑧/８ 

授業名 Goal Activity（どんな工夫をすれば伝わりやすい？） 

ねらい 
問題解決に向けて、募集要項を読み、読んだことに基づい

て、自分の考えを簡単な文や語句を用いて述べ合える。 

「深い学び」への

指導ポイント 

Teamsに投稿することで、生徒自身の意見を表明し、また同時

に他者の意見を参照できるようにする。 

 

５. 本時（第１次１時間目） 

 (1) 本時の指導目標 

観点 目標 手立て 

知識及び技能 

仮定法過去(if)の特徴やきまりに関す

る事項を理解し、それを含む文を聞い

たり、読んだりして、内容を捉えるこ

とができる。 

身近な事例を挙げて、生徒自身に

仮定法過去の決まりや特徴に気づ

かせ、定着を促す。 

思考力、判断

力、表現力等 

仮定法過去(if) を特徴やきまりに関

する事項を理解し、それを含む文を用

いて話したり、正確に書いたりするこ

とができる。 

仮定法過去のきまりを用いて、生

徒自身が英文を自作し、自身の理

解度を確認する。また、ペアやク

ラスで互いの英文を共有すること

で様々なアイデアや表現に触れさ

せる。 



 

 

 (2) 教材 

タブレット端末、提示用 PC  

 

(3) 学習指導場面の工夫 

学習形態 場面・工夫 

一斉指導 
導入及び文法事項の提示・まとめにおいて、本時の学習課題を

生徒につかみやすくさせる。 

個別最適な学び 

既習事項を参照し、新しい文法の導入をできる限り容易にす

る。また、新しい文法の導入直後、デジタル上のワークを取り

入れ、新規文法の定着を促すとともに、個別につまずいている

ポイントに教員が気付き、早期支援を行えるようにする。 

協働的な学び 

提示された読み物の読み取りや英作文をペアで行うことで、自

然と生徒同士の協働・教えあいが生まれるようにする。また、

自作の英作文をクラスで共有することにより、互いの様々な発

想に触れられるようにする。 

 

 (4) 補足資料 

   (ifの復習)              （読み物（短文）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（英作文の書き込みスライド見本） 

  

主体的に学習に

取り組む態度 

習った文法や表現を使って、英作文の

作成やペアとの伝えあいに積極的に取

り組んでいる。自身の表現や他者の表

現に触れ、参考にしたり改善しようと

している。 

スプレッドシートに「今日理解し

たこと」「参考になった表現」を

記入し、振り返りを促す。 



 (5) 学習の展開 

 
学習者の活動 

「深い学び」につながる学

習形態における支援 

学習

形態 

GIGA端末・
クラウド環境の
活用 

導

入 

１

０

分 

・事前配信の文法事項を確認する。

（if, 助動詞の過去形等） 

・本時の学習課題を知る。 

  

 

 

 

 

 

 

・各生徒が既習文法の確認

ができるように促す。 

・教師の発話やスライド上

の英文から、生徒に興味

を持たせ、まずは生徒自

身に意味を考えさせる。 

・答えを共有し、仮定法の

概念や特徴に気づかせ

る。 

 

 

個別 

 

一斉 

 

 

 

 

 

Teams（既習

文法の提示） 

Power 

point 

(基本文提示) 

展

開 

３

５

分 

 

・「もし私がどこでもドアを持って

いたら」の短文を読み、仮定法

過去の箇所や意味を確認する。 

 

・基本文の口頭練習を繰り返す。 

・文法説明後、ノートにまとめる。 

・デジタル語順ドリルやドリルパー

クで、文法確認・練習を行う。 

 

・”If I had a time machine (a 

take-copter/ magic powers等)の

表現を用いて、自分の願望や想像

を表現する。 

 

・ペアで共有した後、クラス全体で

も共有し、独創性に優れた文を選

び、共有する。 

 

・ペアでの確認を推奨し、

生徒間の教えあいを促す。 

 

 

・繰り返すことで定着を促

す。 

・机間巡視し、必要に応じ

て個別指導を行う。 

 

・例文を提示し手本を示

す。 

・独創性あふれる文を作る

ことを推奨し支援する。 

・ペアでの協働を推奨す

る。 

 

 

個別 

協働 

 

 

一斉 

 

個別 

 

 

個別 

協働 

 

 

 

 

協働 

 

Teams 

(教材の提示) 

 

 

 

 

ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ語

順ﾄﾚ・ﾄﾞﾘ

ﾙﾊﾟｰｸ 

Power 

point 

(英作文の書き

込み・共有) 

 

ま

と

め 

５

分 

・本時で学んだことを振り返り、自

身の理解度を記入する。 

 

・宿題を提示する。 

  Excel 

（振り返り） 

 

資質・能力が育成され「深い学び」が実現している生徒の姿（学習活動の場面） 

具体的な場面を記載 

・仮定法過去（現実に起こりそうにないこと）の表現の特徴をとらえ、自分の考えを英文で

表現することができ、各生徒それぞれが作った英文を互いに読みあい、共有し、互いの様々

な発想に触れ合うことができている。 

仮定法の表現を知り、「もしタイムマシーンがあったら…、自分は何をするだろ

うか（できるだろうか）」を具体的に考えて、英文で表現し意見交換する。 



 


